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読む人の心に響く文章について
Ⅰ．はじめに
　「国語表現法」（註１）という授業を担当して18年にな
る。文章を書く力を伸ばすのがねらいである。いろい
ろな優れた文章を模範例として、どんな点がよく書け
ているか考え、参考にしながら実際に書いて練習する
という内容の授業である。模範例には、過去のこの授
業で学生が書いた文章も入っている。中には10年以上
も例として使われているものもあるが、良い文章の客
観的な基準といったものは、実はない。筆者の心に響
いた文章を選んでいるだけだ。どういう点を評価した
のか、明確な基準があるべきではないか。筆者が良い
と思っても、他の人は良いと思わないかもしれない。
そもそも良い文章とはどんな文章なのか。このような
疑問を抱き続けてきたところ、次のような文章に出
会った。
　　　で、僕は僕なりに、こういう文章はいい、誰が
何といってもいい、という確信の蓄積をもってい
る。―（中略）―客観的な基準はない。思いこみ、
気分だけしかない。しかし、それは単なる思いこ
みじゃない。それは思いこみだが、きっと他人も
そう感じるはずだという、自乗化された確信、他
者に開かれた確信、他者の契機を含んだ、そうい
う思いこみです。１)
　いい文章だという客観的な基準はないが、単なる思
いこみではない。きっと他人もそう感じるはずだとい
う確信を含んだ思いこみ。その通りだと思う。
　良い文章とは、どのような文章なのか。筆者は、心
に響く文章が良い文章ではないかと考えている。心に
響く文章とは、どんな特徴を持っているのか、どうい
うところが心に響くのか。模範例として取り上げた学
生の文章を分析・考察することによって追究していく。
Ⅱ．文章の分析
茨　対象にした文章について
　「国語表現法」を履修した学生が授業の中で書いた
文章のうち、筆者の心に響くものがあり、文例として
用いた中から８編を選び、分析する。学生に書いても
らう文章のテーマは、複数あり、毎年ほぼ同じである
が、本稿で分析の対象にしたのは、「実習を振り返っ
て」というテーマで書かれた文章である。本学の学生
は、在学中、カリキュラムに従って何度か実習を行う。
実習は、保育所、幼稚園、福祉施設など様々な所で行
うが、どの実習か限定せずに一つ選んで、四百字程度
で書いた文章である。字数については、少ない字数で
簡潔にまとめるということと、90分の授業時間の中で
書き上げられることを考えて決めた。文例として取り
上げて10年以上になるものから５年程度のものまでい
ろいろである。
芋　分析と考察
①　分析ア〈会話文について〉
〔　要　　約　〕
　本稿は、読む人の心に響く文章について、どのような特徴があるのか、追究しようとするものである。
　学生の書いた文章を分析・考察した結果、次の３つの要素が大切ではないか、という考えに至った。
茨　読み手の感覚に訴えかける描写
芋　文間による読み手の想像力に働きかけるつなぎ方
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　（文例Ａ）（註２）
　私のあごには生まれつき中ぐらいのほくろがあ
る。小さくも、大きくもないそのほくろは、私の
顔の中で微妙な存在感を示している。私自身すご
く気になっていて、そのほくろが嫌いだった。し
かし、そんなほくろに興味を示してくれたのは、
児童養護施設で生活する三歳のＹ君。Ｙ君と初め
て出会った時、緊張している私のそばによってき
て、「おねえちゃんなんかここについてるよ」と話
しかけてきた。私は「これはほ・く・ろだよ」と
言うと、「そっか。かーわいい。」とにこにこと
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　文例Ａの特徴は、書き手とＹ君の会話文にある。
　「おねえちゃんなんかここについてるよ」
　「これはほ・く・ろだよ」
　「そっか。かーわいい。」
　かーわいいと言っているＹ君のなんとかわいらしい
ことか。ただ「かわいい」ではなく、「そっか。かー
わいい」である。この違いが重要であり、Ｙ君の子ど
もらしい無邪気なかわいさがよく表れている。書き手
は、実習中のＹ君とのやりとりをそのまま書いたもの
と思われるが、よほど印象に残っていたのであろう。
それもそのはずで、Ｙ君は、「毎日同じ質問をしてき
た。」と書いてある。同じような会話が毎日繰り返さ
れたに違いない。だから、Ｙ君の言葉の細かい点まで
見逃さずに正確に描写することができたのだろう。細
部まで詳しく描写することによって、Ｙ君の何とも言
えないかわいらしさを見事に表現している。と同時に、
この会話からは、実習中の優しくほほえましいような
雰囲気も感じられる気がする。
　このように会話文をうまく生かしていると思われる
文章をいくつか分析してみる。
　「ごはん食べだ！早く来い。」
　まるで新婚の夫のようである。とても幼稚園児とは
思えない。二番目の幼稚園での彼の言葉はもっとスト
レートである。
　「俺、先生の事かわいいど思う。」
　「俺、だんだん結婚しだくなって来た。」
　「俺とずーっと結婚しようの。」
　どこで覚えたのか三歳児らしからぬ言葉だ。自分の
気持ちを素直に言葉にしている。照れや恥しさは感じ
られない。自分が思った通りのことを話し、堂々とし
ていて率直である。だが、大人はそう簡単にはこんな
ふうに言えないだろう。告白やプロポーズとなれば、
口にする前にいろいろと考えてしまう。幼児とは言葉
の重味が違ってくる。三歳児が結婚しようと言っても、
誰も本気にはしないし、その言葉に責任はない。だか
らこそ思ったままを言うことができるし、その分、幼
児の言葉は純粋であると言えるだろう。非常におませ
な言葉なのだが、幼児が大人のような言葉を話すと、
とてもかわいいとも思う。彼らなりの真剣さが感じら
れる。庄内弁もほんわかしたいい味わいがある。生き
生きとしているし、ませた感じが強められているよう
に感じる。
笑顔を見せてくれる。次の日、またＹ君は「おね
えちゃんここになんかついてるよ」と言う。私は
また答えると、にこにこ笑って「かーわいい」と
言うのであった。Ｙ君はそれから実習が終る日ま
で毎日同じ質問をしてきた。そして実習最終日、
いよいよお別れという時、Ｙ君は泣きながら同じ
質問をしてきた。私も涙をこらえながら答えた。
Ｙ君が「かーわいい」と言ってくれたほくろが今
は大好きだ。
　（文例Ｂ）
　実習を行う度、私には婚約者が山ほどできた。
このままいくと、十数年後には一夫多妻ならぬ一
妻多夫の生活になりそうだ。そんな幸せの悲鳴を
あげながら、私の幼稚園での実習がスタートした。
　一番目の幼稚園では、私の言葉をそのまま受け
取り、それを実行する旦那さまが多かった。昼食
時間、一緒のテーブルに座る事が出来なかったた
め、「ごはん全部たべたら行くね。」と声を掛ける
と、ひたすらごはんを食べ、ごはんだけ空にして
私の側に近寄り、「ごはん食べだ！早く来い。」と
叫ぶのだ。
　二番目の幼稚園は、告白がストレートだった。
初日、「俺、先生の事かわいいど思う。」「俺、だん
だん結婚しだくなって来た。」そして最終日、「俺
とずーっと結婚しようの。」三歳児の彼は、私の
　（文例Ｃ）
　Ｍ君の口癖は「しょうもないやちゅだ」。いつ
も同じクラスのＳちゃんの顔を見ては、世話好き
兄さんのようにこう語りかけるのである。
　「Ｓは、俺がいねどだめなんだ」
まだ三歳児のくせに、何言ってるんだと思いつつ、
Ｍ君のＳちゃんに対する熱い気持ちを感じ、Ｓ
ちゃんを羨ましくも思った。
　ある日、外遊びに行く準備をしていると、Ｍ君
はいつものようにＳちゃんの世話をやいていた。
私も、帽子をかぶろうと歩き始めると、「帽子がな
い！」辺りを見回すと、Ｍ君がしっかり持ってい
た。
　「しょうもないやちゅだ」
まさか私が言われるとは思ってもみなかった言葉。
後から聞いた話だが、Ｍ君は私が帽子をかぶるの
を忘れて外に出た日のことをしっかり覚えていた
らしい。
　三週間、Ｍ君はしっかり私のお兄ちゃんを務め
てくれた。ありがとう、Ｍお兄ちゃん。
ほっぺたにチューまでしてくれた。
　今頃、私と結婚したいと言ってくれた小さな彼
らは何をして遊んでいるのだろう。
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　「しょうもないやちゅだ」このＭ君の口癖は、かな
りのインパクトがある。ユーモラスでもあるし、大人
びた感じもする。特に「やちゅだ」が強い印象を与え
る。この言葉全体からは、けっこうしっかりした感じ
を受けるのだが、「やちゅだ」という舌足らず発音と
のアンバランスさが、とてもかわいい。
　Ｍ君は、「Ｓは、俺がいねどだめなんだ」とも言う。
頼りがいのある三歳児だ。この言葉の中でも庄内弁が
使われていて、リアリティのある、まるで大人が言っ
ているような雰囲気を醸し出している。
　極めつけは、学生がＭ君に「しょうもないやちゅ
だ」と言われることだろう。立場がすっかり逆転して
いる。三歳児が同じ三歳児に言っているだけでも大し
たものだが、大人にまで言うのは唖然とするしかない。
このように話している内容は、話している相手によっ
てもイメージが変わってくる。
　「覚えたわよぉん。　　　　　　い、き、こ。フフッ。」
　「いきこじゃなくて、いくこ！」
　「いーくーこ。フフッ。」
　この会話は、細部の表現がユニークである。「わよ 
ぉん」や「い、き、こ」、「フフッ」、「いーくーこ」で
ある。ユーモラスな感じがするのはもちろんだが、こ
う言っているＫさん（註３）が、いたずらっぽい目をし
て微笑んでいるような様子まで伝わってくる。書き手
は、細かい所までよく表現している。「わよぉん」や
「フフッ」のような細部のなにげない表現が大切であ
る。大した意味がないように思えるかもしれないが、
こういう言葉によって話している様子や雰囲気がわか
る。話し方には、話し手の気持ちや性格などいろいろ
なものが表れる場合がある。
　４編の文例について分析・考察を行ったが、いずれ
も会話文をうまく取り入れているという特徴があった。
会話文のどんな点が心に響くのか、ここまでの考察を
もとにまとめてみる。
焔細部まで詳しく描写することにより、話し手の人物
像が表れる点。
焔幼児の話す言葉の素直で率直、純粋な点。
焔思いがけない内容を予想もしない相手に対して話す
とインパクトが生じる点。
焔細部のなにげない表現が雰囲気を醸し出す点。
②　分析イ〈文間について〉
　この文章は、文間が生きている。文間とは何か。加
藤典洋によれば、文間とは、文と文の間の「スキマ」
であり、「スキマ」とは、「余地、スペースを作り、運
動を可能にする」２)ものである。文から文へどうつな
ぐかは、文章を書く時に十分考えなければならないこ
　（文例Ｄ）
　私の名前は　　　いくこだ。
「Ｋさん、私の名前覚えてくれました？」私は毎
朝一緒にマラソンをしていたＫさんに、聞いてみ
た。
「覚えたわよぉん。　　　　　　い、き、こ。フ
フッ。」
「いきこじゃなくて、いくこ！」
「いーくーこ。フフッ。」いつまでたっても覚え
てくれなかった。仕方ないと思っていた。でも違
っていたのだ。一緒に実習をしていた子が、Ｋさ
んに私の名前を聞いているのが聞こえてきた。す
ると、
「覚えたわよぉん。　　　　　　い、く、こ。フ
フッ。」――その瞬間、私の口がゆるんでしまった。
続いて、心の扉も大きく開いた気がした。
　次の日の朝も、また次の日の朝も、私とＫさん
のやり取りに変化は全く無かった。しかし、私の
心はいつも明るかった。
（空白－引用者が削除（書き手の名字））
　（文例Ｅ）
　実習なのに、こんなに友達感覚で話せるとは思
わなかった。苑年上のリーダーに嫌がらせをされ
ても表情を変えないで、皆の笑いの中心にいるＪ
君。小学校を卒業する彼は、今春から、また両親
との生活が始まる。だから、寮内はＪ君との別れ
をおしむ者、両親との生活ができるＪ君をうらや
ましく思う者で、けっこう複雑だった。
　そんなある日、いつものようにＪ君とふざけ
合って、変な顔対決をしていると、Ｊ君の机に連
れていかれた。薗なんだろうと不思議に思ってい
ると、引き出しからティッシュに包まれたキティ
ちゃんのハンコが出てきた。遠Ｊ君はそれを差し
出して、
　「おねえさん、もうちょっとでお別れだからこ
れ、あげる」
思いもかけないことに驚いた。
　私が実習を終えて一週間後Ｊ君は退寮した。
鉛私は、キティちゃんのハンコを見る度、そばか
す顔のおどけたＪ君を思い出す。鴛もう、多分、
二度と会うことのないＪ君。塩ハンコの裏には
「ハッピー」という文字があった。
（記号は引用者）
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とだが、つなぐ時にスキマが働くのである。このこと
を鶴見俊輔は、「文間文法」と呼んでいる、と加藤は
述べている。
　　一つの文と文との間をどういうふうにして飛ぶか、
その筆勢は教えにくいもので、会得するほかはな
い。その人のもっている特色です。この文間文法
の技巧は、ぜひおぼえてほしい。―（中略）―
　　　一つの文と文との間は、気にすればいくらでも
文章を押し込めるものなのです。だから、Ａとい
う文章とＢという文章の間に、いくつも文章を押
し込めていくと、書けなくなってしまう。とまっ
てしまって、完結できなくなる。そこで一挙に飛
ばなくてはならない。３)
　鶴見の文間文法という考え方について、加藤は次の
ように説明している。
　　一つの文と次の文の間、それは怖い。一回、そこ
に入り込んだらもう出られない。なぜなら、そこ
から出る理由はないから。―（中略）―そこが悪
いところだからそこから一刻も早く外に出なく
ちゃいけない、というんじゃないんです。そこか
ら外に出る理由なんて何もないから、だから、飛
ばなくちゃいけない。―（中略）―「高飛びだ！」
なんて、よく映画の犯人が叫ぶでしょ。あのタイ
ミング。―（中略）―文間文法は高飛びの呼吸で
す。４)
　小林英夫は、この文間について、持続の言葉をよく
使う「文間の浅い」ものと、持続の言葉をあまり使わ
ない「文間の深い」ものがあると述べている。文間に
あまり文章が入らない感じが「浅い」もので、たくさ
んの文章が入りそうなのが「深い」と捉えてよいので
はないだろうか。浅い文間と深い文間では、伝えるも
のが違ってくる。なぜなら、「言葉は、文のところと、
文じゃないところ――文間――で、僕たちに何かを伝
える、ということになる」５)からである。「行間を読
む」と言うことがあるが、文間という考え方は、それ
をもっと深めたものと言えるのではないだろうか。こ
の文間という考え方を使って、ここでは分析していく。
　まず、最初の文間(a)。「実習なのに、こんなに友達
感覚で話せるとは思わなかった。年上のリーダーに嫌
がらせをされても表情を変えないで、皆の笑いの中心
にいるＪ君。」この文間(a)は、深いと思う。冒頭の文
に対する説明などは抜きにして、一気に新しい話題に
飛んでいる。よけいな説明はしないというこの文章の
特徴が、この文間に表れている。
　文間(b)と(c)は、文間(a)に比べると浅い。無駄な
説明のない、浅目の文間を重ね、事実の簡潔な描写を
連ねていくことで、淡々としたリズムが生み出されて
いる。
　文間(d)と(e)は、どちらも深い。文間(d)、「私が実
習を終えて一週間後Ｊ君は退寮した。私は、キティ
ちゃんのハンコを見る度、そばかす顔のおどけたＪ君
を思い出す。」退寮したＪ君のことについて、書きた
いことはたくさんあったに違いないが、一言も触れず
にすぐ次の文へ移っている。まさに高飛びの呼吸だ。
　次の文間(e)も、また違った意味で深い。書き手は、
Ｊ君と過ごした日々のことを、いろいろと思い出して
いたことだろう。Ｊ君と交わした数々の言葉もよみが
えってきたはずである。だが、その思い出はまったく
書かなかった。たくさんありすぎて言い尽くせないし、
いくつか選んでも言い足りないと思ったのではないか。
では、どうするか。書かないことしか方法はない。中
途半端に書くよりは、書かない方がいいと思う。
　最後の文間(f)は、最も深い。「もう、多分、二度と
会うことのないＪ君。ハンコの裏には『ハッピー』と
いう文字があった。」二度と会うことはないと思われ
るＪ君に対して、様々な想いがあふれ出そうになって
いる感じがする。しかし、どんなにたくさんの言葉を
並べても、Ｊ君への想いは表し切れないのだろう。想
いとは、気持ちとは、そういうものではないか。言葉
で完璧に表現することは難しい。いくら言葉を尽くし
ても、嘘になる場合がある。だから、潔く何も書かず、
文間にすべてを委ねたのではあるまいか。無言が雄弁
に勝ることがあるように、深い文間でもって言い尽く
せぬ想いを表現したのだろう。
　文間(f)の後は、ハンコの裏の「ハッピー」という
文字につながってこの文章は終わる。この「ハッ
ピー」は、Ｊ君からもらったハンコの裏にあった文字
である。Ｊ君からのお幸せにというメッセージであろ
うか。それをしっかり受け止めながら、書き手もまた、
Ｊ君が幸せになってほしいと願っているようである。
　言葉ですべてを表現することはできないが、表現し
ないことを感じてもらうことはできるのではないだろ
うか。描写をしない描写。ここに文間の大きな働きが
あると考える。
　（文例Ｆ）
　「よし、日誌書くぞ。」と思ってから、３人は集
まるのである。
　日誌には、時間とその時間に何をしていたかを
書かなくてはいけない。そのために、メモをして
いた人、していなかった私と、時間の確認をしあ
うのである。苑なぜ、この３人が集まることが出
来るかというと、３人とも宿舎に泊っていたから
である。
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　この文章も文間をうまく生かしている。文間(a)で
は、前の文を受けて時間の確認についての内容が続く
のかと思うと、そうではなく、後の文では３人が集ま
れる理由が書かれている。３人が集まるということは
冒頭に出てくるので、文間(a)は、いったん冒頭の内容
に戻って、それを受けてその理由に移るという飛び方
になっている。読む方は、肩すかしを食らったような
気になるが、そこに絶妙の間が生まれ、そこはかとな
くユーモアが漂う。
　文間(b)は、後の文が、前の文の理由を述べる形に
なっているが、接続詞を使わず、深目の文間にするこ
とによって、後の文にとぼけた味わいが生じ、ユーモ
アがにじむ。
　文間(c)も深い文間であり、時間の経過を表す飛び
方になっている。前の文から後の文への巧みなつなぎ
になり、後の文では、前の文以上にたっぷりとした
ユーモアを感じさせる。「黒くうまっているのであっ
た。」という描写もよくきいている。
　この文章は、文間を適切に生かしていて、テンポが
よい。それが、とぼけた味わいの描写とうまくからみ
合って、上質のユーモアを醸し出しているのではない
だろうか。説明したり説得しようとしたりしない描写
と、ほどよい文間がうまく溶け合うと、そこに絶妙の
間が生じ、ユーモアを感じさせるのではないかと考え
る。
　この文章の文間(a)は、まさに高飛びである。朝五
時半に起きて支度をし、駅に向かう。このようにして
実習の日々はスタートしていたわけだが、起きてから
駅に向かうまでのことを書いた後、文間(a)になる。
実習の様子が書かれるのだろうと思うところだが、何
と実習終了まで一気に飛んでしまう。思い切った書き
方である。この文間(a)は、非常に深い。３週間とい
う時間を飛び越えるものである。
　３編の文章を対象として、文間について分析・考察
をしてきたが、文間のどんな働きが、読む人の心に響
くと考えられるか、ここでまとめておく。
焔深い文間は、読み手の想像力に働きかける。いわば、
描写をしない描写のようなものである。
焔文間と描写の融合により、間が生じ、ユーモアが醸
し出されることがある。
焔深い文間により、鮮やかな場面転換が成されること
がある。
③　分析ウ〈アプローチについて〉
　どんなテーマで文章を書くにしても、書きたいこと
を完璧に書くことは難しい。何かについて書こうとす
れば、何を書いて何を書かないか考えなければならな
い。本稿で分析の対象にした文章のテーマは、「実習
を振り返って」であるが、実習にどのようにアプロー
チするか考え、書く材料を吟味する必要がある。
　この項では、どんな視点から実習を描いているのか、
アプローチのしかたについて分析・考察してみる。
　この文章は、実習した施設の利用者と職員の区別が
つかないということを材料にして書かれている。ユ
ニークな視点である。打ち明けられた職員は、「よく
　時間を確認しあってから、私のペンは、度々止
まる。薗テレビに吸い込まれていたのである。遠
はっと我に返ると、一緒に書いていた人の日誌は、
黒くうまっているのであった。テレビに吸い込ま
れているうちに、みんなは日誌を書き終っていて、
私は、一人淋しくNHKを見ながら日誌を書いて
いたのであった。一番遅れても、何がなんでもテ
レビは消さない私であった。
（記号は引用者）
　（文例Ｇ）
　「ピピピッピピピッピピピピピ」
早朝五時半の目覚まし時計。ついにこの時が来て
しまった。私にとって実習で一番辛い事、それは、
この目覚まし時計の音を聞くことだった。前日布
団についたのは午前三時。わずか二時間半の幸せ
だった。私は電車通勤のため、朝七時三分発の電
車に間に合うように起きなくてはならない。身支
度をし、朝食をとる。そして欠かせないのは一本
のリポビタン。気合いを入れて駅まで向かった。
苑そして、三週間のり越えた。もう明日からは、
いつまでも寝ていられる。今日はゆっくり休もう。
目覚ましのセットをおもいきり解除して眠りにつ
いた。
　目が覚めた。もう幼稚園に行かなくていいのか。
少し物足りないような、寂しいような気分になり
ながら時計に目を向けた。時計の針は午前五時半
をさしていた。
（記号は引用者）
　（文例Ｈ）
　“この人は職員？それとも利用者？”
　精神薄弱者更生施設（註４）での実習初日、中軽
度棟に行くと利用者と職員の区別が付かず私は固
まってしまった。職員はジャージを着ていると説
明されたが、四分の三の人々がジャージを着てい
るのだ。
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間違われるんだよ。ハッハッハッハッ。」とおおらか
に笑っているが、和やかで温かな雰囲気の施設だなと
感じさせる。きっと有意義な実習ができたのだろうと
思わせるような視点ではないだろうか。
　既出の文例Ａ、Ｃ、Ｆについても同じようにアプ
ローチという観点から分析・考察を行ってみる。
　（文例Ａ）　（既出）
　この文章は、書き手のあごにあるほくろを通しての、
入所児Ｙ君との交流という視点で書かれている。ほく
ろという材料も非常にユニークである。よく思いつい
たものだ。（分析ア）において述べたが、ほくろをめ
ぐる書き手とＹ君の会話が、とてもほほえましく生き
生きとしていて、Ｙ君のかわいらしさが引き立ってい
る。着眼点が抜群であると言ってよいだろう。
　（文例Ｃ）　（既出）
　この文章は、Ｍ君の「しょうもないやちゅだ。」、
「Ｓは、俺がいねどだめなんだ」という言葉を主な材
料にして書かれている。Ｍ君と書き手との関わりとい
う視点から実習をとらえている。幼稚園や保育所での
実習について書くなら、子どもとの関わりは当然視点
として考えるところだが、一人の子どもにしぼり、そ
の子の言葉を中心にすえたところが、書き手の工夫で
ある。それが見事に成功していると言えるだろう。Ｍ
君の大人びた物言いと舌足らずの「やちゅだ。」とい
う言葉とのコントラストが、とてもユーモラスである。
書き手とＭ君とのやりとりが目に浮かぶようだ。
　（文例Ｆ）　（既出）
　この文章は、実習日誌を書いている場面だけに材料
をしぼって書かれている。既に（分析イ）において述
べたことだが、一緒に実習をしている３人が集まって
実習日誌を書いている場面が、ユーモアたっぷりに描
かれている。「『よし、日誌書くぞ。』と思ってから、３
人は集まるのである。」という冒頭の表現が、意表を
突いており、インパクトがある。実習がテーマであり
ながら、日誌からすぐに始まるという、鮮やかな書き
出しである。実習のエピソード的な内容であり、とぼ
けた味わいが全体に漂っている。なかなか達者な書き
ぶりだと思う。実習日誌によるアプローチが、ぴたっ
とはまった感じである。
　４編の文章を取り上げて分析・考察を行ってきたが、
アプローチのしかた、すなわちテーマについてどうい
う視点から捉え、どんな材料を使うか考えることは、
重要なことであると改めて気づかされた。視点や材料
は様々な設定が可能であり、心に響く文章になるかど
うかに関わる大切な要素ではないだろうか、４編の文
章は、どれもアプローチのしかたが卓抜であり、文章
はテンポよく書き進められ、独自の角度から実習を描
き出すことに成功していると言えよう。
　どのように書くかということだけでなく、何を書き
何を書かないかということについてもしっかり考える
ことが重要である。
Ⅲ．まとめ
　「国語表現法」という授業の中で学生が書いた文章
の中から、筆者の心に響いた文章を選び、分析・考察
したところ、次のような特徴を捉えることができた。
　ア、会話文の魅力
　イ、文間の巧みな活用
　ウ、テーマへの卓抜なアプローチのしかた
　アであげた特徴は、表現のしかたについてのものと
言える。大切なのは、押しつけがましく説明したり説
得したりする表現ではなく、事物をしっかり描写する
ことにより、読み手の感覚に訴えかける表現を心がけ
ることではないだろうか。
　イであげた特徴は、文と文のつながりについてのも
のであり、文間の働きが重要である。文間の深さによ
り、読み手の想像力に働きかけることで文と文をつな
ぐ。前述したことと共通するが、理屈や説明でつなぐ
ばかりではなく、感覚に訴えながらつなぐことが心に
響くのではあるまいか。
　ウであげた特徴は、文章の内容についてのものであ
る。テーマを捉える視点や材料について十分に考え、
工夫することにより、斬新なアプローチのしかたが実
現し、読み手の心に響くのではないかと考える。
　改めて、読み手の心に響く文章の要素としてまとめ
ると、次のようになるのではないか。
　焔読み手の感覚に訴えかける描写
　焔文間による、読み手の想像力に働きかけるつなぎ
方
　利用者に積極的に話しかけようと思っていた私
は、ジャージを着ているが無口でじっと座ったま
まの人に「おはようございます。今日から二週間
よろしくお願いします。」と優しく話しかけた。
返ってきた言葉は、「二週間頑張って。わからな
いことがあったら職員に何でも聞いてくれ。」
だった。私が利用者だと思った人は、なんと職員
だった。しばらくして職員とうちとけてきた私は、
「利用者と職員の区別がつかないんです。」とう
ちあけると、
「よく間違われるんだよ。ハッハッハッハッ。」と
笑っていた。
　本当に利用者と職員の区別が付かず、私の持っ
ていたイメージが変った実習だった。
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　焔テーマに対するアプローチの工夫
　以上の３つのことについて、今後、実践を通して検
証を進めていきたい。
〈註〉
註１）筆者が担当した当初は「国語概論」という科目
名であったが、カリキュラムを改訂した時に「国語
表現法」という科目名になった。授業のねらいや内
容は概ね変わっていない。
註２）文例Ａから文例Ｈまでの原文はすべて縦書きで
ある。
註３）文例Ｄは、施設での実習を題材にしているので、
この「Ｋさん」とは、施設の利用者のことである。
註４）この文章が書かれた当時、「知的障害者」とい
う言葉は、まだ使われていなかった。
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SUMMARY
Hirokazu KASHIKURA :
　　　The purpose of this study is to consider the writing which moves readers from characters.
　　　It was analyzed and examined from the writing by students, In result, it was shown that the folowing three 
elements are important.
(1) The describing which touches readers feelings
(2) The connecting by space between the lines raises readers imaginations.
(3) Various ideas to make deep comprehension of the themes.
(Uyo Gakuen Colege）
The Writing which Moves Readers
